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1. はじめに 

 英語の関係節を正しく理解するためには、関係節内の空所（gap）の位置を特定することにより、関係節主
要部名詞句（filler）と gapとの依存関係（filler-gap依存関係）を構築する必要がある。英語の目的語関係節
は、関係節内の動詞までを読んだ時点では、関係節内のどの位置に gapがあるかは確定しない。しかし、
多くの先行研究が、英語母語話者は、関係節内の動詞までを読んだ時点で、動詞の直接目的語位置に

gap を想定していることを示している（Active Gap Filling; Crain and Fodor, 1985）。また、Omaki et al. (2015)
は、英語母語話者が、関係節内の動詞を読む前に、既に動詞の直接目的語の位置にgapを想定し他動詞
を予測している可能性を示している（Hyper-Active Gap Filling）。 
 
Active Gap Filling 
NP1i [who NP2 [V        GAPi  ＜目的語位置に gapを想定＞ 
 
Hyper-Active Gap Filling 
NP1i [who NP2          [V GAPi ＜目的語位置に gapを想定し、他動詞を予測＞ 
 
 Omaki and Schulz (2011)は、英語母語話者だけでなく、第二言語として英語を学習している高習熟度の
スペイン人語母語話者についても調査しており、英語の filler-gap依存関係を処理する際に、Active Gap 
Filling を行なっていることを示している。しかし、これまでの研究結果からは、日本人英語学習者が英語の
filler-gap依存関係を処理する際に Active Gap Fillingを行なっているかどうかは明らかではない。関係節
の構造に関して、英語と類似点が少ない日本語を母語とする日本人学習者が、英語の関係節を処理する

際に、Active Gap Fillingを行なっているかどうかは、母語と第二言語の類似性が、第二言語の文処理能力
にどのように影響するかを知る上で重要である（Dussias et al., 2013）。加えて、第二言語学習者が filler-gap
依存関係を処理する際に、Hyper-Active Gap Fillingをおこなっているかどうかも検証されていない。そこで、
本研究では、日本人英語学習者が、英語の filler-gap依存関係を処理する際に、(Hyper-)Active Gap 
Filling を行なっているかどうかを検証した。 
 

2. 実験 

 本研究は、2つの自己ペース読文実験を実施した。実験 1は、日本人英語学習者が英語の目的語関係節を

処理する際に、Active Gap Fillingを行なっているかどうかを、実験 2は、Hyper-Active Gap Fillingを行なってい

るかどうかを検証した。実験参加者は九州大学の学部生・大学院生 28名（女性：17名、平均年齢：22.12歳、

SD：1.90歳、平均英語学習期間：9.54年、SD：3.34年）であった。実験参加者の英語習熟度の調査には、

Oxford Placement Test (OPT) 2 (Allan, 2004)が用いられ、その平均得点は 147.68点（SD：9.62点、IELTS：5.5、

TOEFL：550点、TOEIC：525–780点に相当）であった。OPT2の平均得点から、実験参加者は中上級程度の英

語習熟度であると考えられる。 
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 実験文は、各実験の刺激文 32文ずつとフィラー文 64文の計 128文によって構成された。実験文を正しく理解

していかどうかを確認するために、各文呈示後に 2択の文内容確認課題が実施された。 

 

2.1. 実験 1 
 刺激文には、(1)のような文が使用された。(1a)と(1c)は関係節を含まないため、filler-gap依存関係を構築する

必要がないが、(1b)と(1d)は関係節を含むため、filler-gap依存関係の構築が必要である。また、関係節を含む

(1b)と(1d)では、関係節内の動詞とその項の意味的整合性を操作した。。(1b)は、the parentsが the infantに feed

するという意味の文であり、意味的に自然であるが、一方で、(1d)の場合は、the infantが the parentsに feedする

という意味であり、意味的に不自然である。 
 
(1) a. Plausible/Non-relative clause condition: 
   The parents of the infant did not feed a nutritious dish to their pets. 
 b. Plausible/Relative clause condition: 
   The infant whoi the parents did not feed GAPi a nutritious dish didn't drink milk. 
 c. Implausible/Non-relative clause condition: 
   The infant of the parents did not feed a nutritious dish to his dogs. 
 d. Implausible/Relative clause condition: 
  The parents whoi the infant did not feed GAPi a nutritious dish lost weight rapidly. 
 
2.1.1. 予測 

 日本人英語学習者が関係節内の動詞を読んだ時点で、動詞の目的語位置にgapを想定（Active Gap Filling）

していれば、(1d)では、動詞と項の間の意味的不自然さが生じる。そのため、(1d)では動詞（feed）の読み時間が

増大し、2つの要因の交互作用が観察されると予測される。 
 
2.1.2. データ分析 

 統計分析にあたり、各文の文内容確認課題に不正解であった試行、150 msを下回るデータ、もしくは 3000 ms

を上回るデータを含む試行、各領域の各条件における平均から 5SDを上回るデータを含む試行のデータが除

外された。関係節の有無と、動詞と項の意味的自然さ（plausibility）を固定因子とする線形混合モデル分析が行

われた。参加者および刺激文のセットは、ランダム因子として扱かわれ、習熟度、各条件内での呈示順序、各語

の文字数を共変量として含まれた。最適モデルの選定は、後進ステップワイズ法によって行われた（Brown et al., 

2012）。単純主効果の検定は、Preacher et al. (2006)に従って行われた。以下、関心領域である動詞（feed）位置

での読み時間の分析結果を報告する。 
 
2.1.3. 結果と考察 

 動詞（feed）位置で、関係節の有無と plausibility との交互作用が有意であった（β = 109.49, SE = 54.75, t = 2, 

p = .04）。下位検定の結果、implausible条件における関係節の有無の単純主効果が有意であり（β = 195.59, SE 

= 44.14, t = 4.43, p < .01）、関係節条件における plausibilityの単純主効果も有意であった（β = 122.30, SE = 

44.96, t = 2.71, p = .01）。これは、(1d)が、その他の条件に比べて読み時間が増大したことを反映している。

この結果は、日本人英語学習者が英語の filler-gap依存関係を処理する際に、関係節内の動詞を読んだ

時点で動詞の目的語位置に gapを想定（Active Gap Filling）していることを示唆している。 
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2.2. 実験 2 

 実験 2では、刺激文として(2)のような文が使用された。(2a)と(2c)は関係節を含まないため、filler-gap

依存関係を構築する必要がないが、(2b)と(2d)は関係節を含むため、filler-gap依存関係の構築が必要であ

る。また、(1a)と(1b)は、動詞の直後に目的語名詞句が後続可能な動詞（respect）であるのに対して、(1c)

と(1d)は直後に目的語名詞句が後続不可能な動詞（talk）である。このように、本実験では、動詞の直後

に目的語名詞句が後続可能かどうかを、動詞の他動性（transitivity）の違いとして扱う。 
 
(2) a. Transitive/ Non-relative clause condition: 
   The colleague of the worker did not respect or scorn his own elder brothers. 
 b. Transitive/ Relative clause condition: 
   The colleaguei who the worker did not respect or scorn <GAPi> sometimes drove a car. 
 c. Intransitive/ Non-RC: 
   The colleague of the worker did not talk or debate about his own brothers. 
 d. Intransitive/ RC: 
   The colleaguei who the worker did not talk or debate about <GAPi> dropped a newspaper. 
 

2.2.1. 予測 

 日本人英語学習者が関係節内の動詞を読む前に、動詞直後の直接目的語の位置に gapを想定し、それ

に適した他動詞の出現を予測（Hyper-Active Gap Filling）していれば、予測に反して、直後に gapを想定

することができない動詞（talk）が出現する(2d)のみ 1つ目の動詞（respect/talk）の読み時間が増大し、2

つの要因の交互作用が観察されると予測される。 
 
2.2.2. データ分析 

 データの除外は実験 1と同様の基準で行われた。固定因子として、関係節の有無と、transitivityをも

つ線形混合モデル分析が行われた。その他の因子・共変量、モデルの選定方法は、実験 1と同様であっ

た。以下、関心領域である 1つ目の動詞（respect/talk）位置での読み時間の分析結果を報告する。  
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図 1．実験 1の動詞（feed）位置における各条件での平均読み時間 
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2.2.3. 結果と考察 

 1つ目の動詞位置において、関係節の有無と動詞の他動性との交互作用は有意ではなかった（β = -7.11, 

SE = 65.67, t = -0.11, p > .10）。この結果は、動詞の直後に gapを想定することができない talkのような語

が入力された場合でも、日本人英語学習者は、予測からの逸脱を反映した読み時間の増大を見せないこ

とを示している。つまり、日本人英語学習者が英語の filler-gap依存関係を処理する際に、Hyper-Active Gap 

Fillingを行なっていない可能性を示唆している。 

 

3. 総合考察 

 実験 1では、関係節の構造に関して英語と類似点が少ない日本語を母語とする日本人学習者も、
英語の関係節を処理する際に、関係節内の動詞を読んだ時点で動詞の直接目的語位置に gapを想定
（Active Gap Filling）していることを示す結果が得られた。このことから、学習者の母語と第二言
語の統語的類似性に関係なく、日本人英語学習者も Active Gap Fillingを行なっていることが示され
た。一方、実験 2では、関係節内の動詞を読む前に、動詞直後の直接目的語の位置に gapを想定し、
それに適した他動詞を予測（Hyper-Active Gap Filling）している証拠は得られなかった。このこと
から、中上級程度の習熟度である日本人英語学習者と英語母語話者の filler-gap依存関係の予測的処
理に違いがある可能性が示唆された。 
 本研究で、日本人英語学習者が Hyper-Active Gap Fillingを行なっている証拠が得られなかった理
由としては、2つの可能性が考えられる。1つ目は、実験参加者の英語習熟度が予測的処理に影響
を与えた可能性が考えられる。Grüter et al. (2014)は、第二言語の文処理で予測的処理が困難である
のは、第二言語の文処理では、母語の文処理に比べて、語彙の処理や文構造構築により多くの認知

資源が必要となり、予測的処理に必要な認知資源量が不足するためだと述べている。また、第二言

語の習熟度が高い程、第二言語の文処理に必要な認知資源量が小さいことも示されている（Service 
et al., 2002）。本研究の実験参加者の英語習熟度が中上級程度であったことを考慮すれば、第二言語
における予測的処理に必要なだけの認知資源量を確保可能なほど、本研究の参加者の習熟度が高く

なかったため、実験 2で Hyper-Active Gap Fillingを行なっていることを示す証拠が得られなかった
可能性が考えられる。 
 2つ目は、日本人英語学習者がどの位置に gapを想定しているかということが、実験の結果に影
響した可能性が考えられる。英語の関係節では、関係節内の主語名詞句が入力された時点で、統語

的に許される gap位置の中で最も早い位置は、動詞直後の直接目的語の位置である。Hyper-Active 
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図2． 実験2の動詞（respect/ talk）位置における各条件での平均読み時間 
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Gap Filling仮説では、gap位置を想定する際に、統語的に許される中で最も早い位置に gapを想定
すると考えられているため、実験 2の(2d)の動詞位置で読み時間の増大が観察されなかったことは、
日本人英語学習者が Hyper-Active Gap Fillingを行なっていない可能性を示唆している。しかし、日
本人英語学習者が英語母語話者とは異なり、動詞の直接目的語の位置だけでなく、talk aboutのよう
な句動詞の目的語位置も gap位置として想定しているならば、talkの入力によって読み時間が増大
することはない。もし、日本人学習者がこのような処理を行なっているならば、どの位置に gapを
想定するかという違いはあるものの、関係節内の動詞を読む前に gap位置を想定し、それに適した
動詞を予測しているという点で、filler-gap依存関係を予測的に処理している可能性も考えられる。
このように、日本人英語学習者がどの位置に gapを想定しているかが、実験の結果に影響した可能
性も考えられる。 
 

4. 結論 

 本研究によって、英語の習熟度が中上級程度である日本人英語学習者が、関係節内の動詞を読ん

だ時点で、動詞の目的語位置に gapを想定していることが示された。このことは、第二言語の
filler-gap依存関係における Active Gap Fillingに母語と第二言語の統語的類似性が影響しないことを
示唆している。また、本研究では、関係節内の動詞を読む前に動詞の直的目的語位置に gapを想定
し、それに適した他動詞を予測していることを示す結果は得られなかった。このことは、英語母語

話者と中上級程度の習熟度である日本人英語学習者の英語 filler-gap依存関係の予測的処理に違い
がある可能性を示唆している。 
 

5. 今後の研究課題 

 今後の研究では、習熟度や認知資源容量などの学習者の個人差が filler-gap依存関係における予測
的処理に与える影響を検証するとともに、実験 2の刺激文を改良（目的語をとることができない動
詞を用いるなど）し、日本人英語学習者の filler-gap依存関係における予測的処理をより詳細に検証
する必要がある。 
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